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医学図書館に求められる専門性

山 口 直比古

１．はじめに

編集部よりのご依頼の論題は「これからの

医学図書館に求められる専門性」というもの

でしたが、私は勝手に「これからの」という

部分をはずさせていただきました。正直申し

まして、先のことはわかりません。しかし、

今現在何か求められているのかにつきまして

は、私なりにしっかりと理解しているつもり

でおります。従いまして、これから先はとも

かく、今医学図書館員にどのような専門性が

求められているのかについて記させていただ

くことを、まずお許しいただきたいと思いま

す。

また、インターネットであるとかマルチメ

ディアであるとか、新しい環境に対応してい

かなければならないということもここでは多

くは触れないつもりです。ここではもっと原

則的で当たり前のことについて、再確認する

という意味で医学図書館員の専門性について

述べてみたいと思います。新しい技術につい

てのお話は、皆様目にする機会は多いだろう

と思います。そちらのほうでお勉強いただけ

ればと思います。

２

医学図書館員とは何か

まず、私たち医学図書館員の立場について

再確認することから始めたいと思います。私

や まぐ ち な お ひこ： 東邦大学医 学部図書館

が医学図書館員として大きな影響を受けた論

文に『Ｈａｎｄｂｏｏｋｏｆ ＭｅｄｉｃａｌＬｉｂｒａｒｙＰｒａｃｔ

ｉｃｅ．３ｒｄ，ｅｄ．』の中の Ｚａｃｈｅｒｔ の論文があり

ますＩ）。これから書きますことはほとんど彼

女の受売りと思ってくださってもかまわない

でしょう。彼女はこの論文の中で「一言でい

うなら健康科学図書館員というのは、情報源

の知識と健康情報の性格を駆使して、患者や

一般大衆の利益を守ることである。」と書い

ています。私なりに言葉を変えて表現いたし

ますと、「医学・医療の進歩発展に貢献す

る」ということです。更に別な言葉で言いま

すと、「我々医学図書館員は医療従事者であ

る」ということなのです。医師や看護婦さん、

技師さんと同じように、患者さんの健康や生

命に関わる大切な仕事をしているのです。

３

役に立つ図書館員

そのことを前提とした上で、それでは医学

・医療の発展に貢献するために、医学図書館

員は何をしなければならないのでしょうか。

私なりの結論を申し上げれば、「役に立つ図

書館員」になるということです。どの病院図

書室にも医療に従事する利用者が数多くいる

訳で、その人たちにとって役に立つというこ

とが最も大切なのです。では、役に立つとい

うのは具体的にどのような事柄をさすのかと

いうことですが、これはその場合場合によっ

て違ってまいります。多くの病院図書室の司

書の方は医師の抄録の原稿をワープロで入力
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したり、スライドを作ったり、これが本当に

図書館員の仕事なのだろうかと思われるよう

な仕事に多くの時間をさかれていることだろ

うと思います。場合によっては、これが役に

立っているのです。非常に図書館員的な仕事

と思える文献複写の申し込みについてはどう

でしょうか。毎日医師から大量に持ち込まれ

る文献複写依頼の所蔵館を探し、心の中で多

くてごめんなさいといいながら申し込みの葉

書を書いたりファクシミリ用紙にタイプを

打ったりして一日が終わってしまうという日

もあるでしょう。これも役に立っているには

違いありません。でも皆さんは、本当にこれ

でいいのかとも心のどこかで感じているので

はないでしょうか。そこであえて申し上げま

すが、これでいい訳はありません。みなさん

は医学図書館員ですから図書館員でなければ

できない仕事で、医学や医療の進歩発展に貢

献するべきなのです。

４

図書館員でなければできない仕事

では医学図書館員でなければできない仕事

とは何でしょうか。それは「人的支援サービ

ス」です。

私は現在という時代は「多様な発展をとげ

つつある過渡期である」と同時に、様々なも

のが「質的転換を求められている時代」であ

ると考えています。図書館で扱わなければな

らない情報は、２０年前までは本と雑誌、それ

に参考資料に掲載されているものが主たるも

のでした。私たち図書館員は参考資料に精通

していれば、十分に図書館長としての役割を

果たすことのできた時代でした。しかし現在

では、情報は電子的なネットワークの中に散

在し、それらを捜し出す技術を知らなければ

なりません。ネットワーク上にあるｗｗｗの

サイトは、もはや情報の媒体と呼んでもよい

でしょう。ＣＤ－ＲＯＭくらいでしたら目に

見え、手に取ることもできますので、いかに

も新しいメディアという実感が持てますが、

メディアの多様化は正直いいまして私たちの
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想像を越えて発展しています。「歴史は常に

過渡期である」といったのは英国の歴史学者

カーですが、そのような意味では、私たちは

クリアに解決された情報環境の時代、という

のは見ることができず、常に発展し続ける世

界と付き合っていかなければならないのかも

しれません。

そうした発展し続ける環境の中では、当然

古い質のままでの図書館サービスというのは、

いずれ役に立たなくなるでしょう。現在は文

献複写の量が増大しており、量的なサービス

を我々図書館員は強いられています。しかし、

いつまでもこれで良い訳はありません。サー

ビスの中味が問題とされるべきではないかと

私は考えています。つまり、図書館のサービ

スの質的転換が求められている時代であると

思うのです。これまでは、利用者のリクエス

トに応じて文献情報などを提供してきました

が、ネットワークを通して、図書館へ来なく

とも自由に自分で情報を入手できるようにな

りつつある現在、研究や診療への人的支援

サービス、つまり研究の方法やそのための情

報の入手の仕方、情報の評価の仕方、更に論

文のまとめ方まで、一連の活動を人的にサ

ポートしていくということが求められている

と考えるのです。ネットワークで情報が入手

できるということは、本当に図書館長の手助

けを必要とする利用者だけが図書館を訪れる

ということで、その時に利用者の期待に応え

られるようなサービスの質を持っていなけれ

ばならないということなのです。

アメリカで行われている Ｃｌｉｎｉｃａｌ Ｍｅｄｉｃａｌ

Ｌｉｂｒａｒｉａｎについてはみなさんお聞きになっ

たことがあろうかと思います。臨床カンファ

レンスに出席し、その場で必要になった情報

を即座に提供するというものです。ここには

病院図書室に働く図書館員のある意味での究

極の姿があると思います。もちろんこれには

大学での教育であるとか、現場での経験であ

るとか様々な壁がありますので、とりあえず

は医師から臨床症例の相談を受けるほどの信

頼を得ていただきたいと思います。



５

役に立つ医学図書館員になるために

一専門職への道－

ではよく訓練された経験豊かな図書館員に

なるためにはどうしたら良いのでしょうか。

これもキーワードとして表現しますと「自己

研銀とネットワーク」ということになります。

自己研鎖の意味はおわかりいただけるだろ

うと思います。勉強しましょうということで

す。日本医学図書館協会では今年「２１世紀

の医学図書館」という指針を出しましたが、

その中でも「自発的かつ継続的な学習」が大

切であることを指摘しています２）。またその

序文の中でも、「医学図書館員は組織的な教

育体制の整備を待つのではなく、自ら自発的

に、そして継続的に学習を行うことによって、

専門職としての責務を遂行すべきである。医

学図書館員が蔵書の番人という地位にとどま

り続けるのか、あるいはそこから脱却して新

しい世界を切り開いていくのか、それはひと

えに医学図書館員ひとりひとりの情熱にか

かっている。」と述べています。

では一体何を勉強したら良いのでしょうか。

図書館の専門家としての必要な要件として、

次のことがよく挙げられます。

Ｄ図書館資料や情報源についての知識があ

る

２）専門分野についての知識がある

３）コンピュータやネットワークについての

知識がある

４）外国語、特に英語のリテラシーがある

１番目につきましてはこれまでも言われて

きたことですし、今更説明の必要もないで

しょう。また４番目につきましてもできれば

いいなあ、くらいでも良いと思います。しか

しながら、２番目と３番目につきましては、

今後ますます重要になります。専門分野の知

識といいましても我々は医師ではありません

ので、診療に必要な知識ということではあり

ません。医学用語を覚えるということです。
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中でもＭｅＳＨを覚えることをお勧めします。ひ

とつでも多くの医学用語を知っていることは、

医学図書館員にとって貴重な財産です。また

利用者と会話する時にも、相手の話す内容が

理解でき、専門的な会話にもついてゆくこと

ができます。そうすると利用者の図書館員に

対する信頼感も増すでしょう。これは医学図

書館員としてのひとつのテクニックでもあり

ます。医学用語で会話できるようになりま

しょう。

コンピュータは今ではどこの図書室にも一

台はあるでしょう。利用者である医師らは案

外コンピュータのことを知りません。そこで

図書館員かその使い方などを指導することは

ますます大切な仕事となってきます。なぜな

ら、コンピュータを使いこなして情報を入手

したり加工したりする技術、いわゆるコン

ピュータリテラシーは、医師や研究者にとっ

て必要不可欠な技術となっているからです。

そこで図書館員の役割が重要となってくるの

です。図書館利用者の情報リテラシー教育は

図書館員の役割です。

次にネットワークということです。まずひ

とつにはヒューマンネットワークというもの

があります。つまり、多くの図書館員と親し

くなって、お互いに助け合い情報交換をしま

しょうということです。一人では解決できな

いことでも、協力し合えば解決できることも

数多くあるでしょう。幸いなことに近畿病院

図書室協議会を始め、病院図書室研究会や日

本医学図書館協会など組織もいくつかありま

すので、それらの研修会などに積極的に参加

し、友人あるいは仲間をたくさん作りましょ

う。

もうひとつは文字通りコンピュータネット

ワークです。すでに書きました通り、現在で

はネットワークのいたるところに情報が散在

しており、それらの中からすばやく適確に求

める情報を入手することは、図書館員にとっ

てとても大切な技術になっています。利用者

に情報リテラシー教育をする以前に、まず

我々図書館員が情報リテラシーを身に付けて

－１３７－



病院図書室 Ｖｏｌ．１６Ｎｏ．４．１９９６

いなければならないでしょう。何から手をつ

けて良いかわからないという方には、私は二

フティーサーブに参加することをお勧めして

います。これはいわゆるパソコン通信ですが、

インターネットを利用して電子メールの交換

などもできますし、数多くあるフォーラムと

呼ばれる会議室で仲間と会話することもいい

でしょう。図書館員のフォーラムもあります。

要は遊びの感覚で始めると良いのではないで

しょうか。コンピュータを駆使する図書館員

を眺めて、利用者の図書館に対する認識も変

わるのではないでしょうか。

「私は大学で専門的な図書館員としての教

育を受けていないので専門職ではない」とお

考えの方がいらしたら、それは間違いです。

あなたが今病院の図書室で利用者を相手に仕

事をしているのなら、あなたは医学図書館員

であり専門職なのです。ただ、専門職には専

門職としての責任があり、それを全うするた

めに必要なのが使命感と向上心であると私は

思います。医療に貢献するのだという使命感

とより良いサービスをしたいという向上心で

す。

６

さいごに

私は昨年自治医科大学で開催された、日本

医学図書館協会主催の基礎研修会で「より良

い医学図書館員になるための５つのアドバイ

ス」という話をさせていただきました。その

時に、サブタイトルとして「過激派の勧め」

とつけました。学生運動の盛んな頃にはよく

使われた過激派という言葉も、今では死語と

なってしまいました。こうしたサブタイトル

をあえて使ったのは、もちろん半分は冗談と

いうこともありますが、残りの半分は本気で

もありました。その意味するところは「理想

を高く掲げ、それに向かって限りなく挑戦す

る」ということなのです。つまり、理想を持

つことの大切さ、それに向かって努力するこ

との大切さを知っていただきたかったのです。

それが専門職に課せられた使命であると思っ

たからです。

専門職と認められるようになることは大変

難しいことです。更に、専門職であり続ける

ことはもっと難しいことであろうと思います。

ともに協力しあいながら、この道を進みま

しょう。
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